
次年度のコストの方向性（→その理由）

改善内容(課題解決に向けた解決策）

具体的内容とスケジュール

事業の課題認識，改善の視点（次年度にどう取り組むか）

基本事業

施策

政策

画

計

合
総

種別

担当課

事業の基本情報

事務事業マネジメントシート

予算科目コード

事務事業名

根拠法令・条例等

市民協働

計画期間

なぜ，この事業を実施しているか？　何をどうするための事業か？

内容（何の業務活動をどのような手法で行うか）背景（なぜ始めたのか）

目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）

（参考）基本事業の目指す姿

目的達成のための課題（問題点，現状分析，課題設定）

こころ豊かに暮らせるまち

学校教育の充実

小学校管理事務

小学校管理事務

安全・安心な教育環境の整備

　児童の状況に応じ，学校介護補助員を増員し対応を図る。（通年）
 

任用までの流れ
１　学校から学校教育課へ学校介護補助員増員要望を提出
２　学校教育課職員及び指導室の特別支援教育担当職員による
　　状況確認（学校に訪問し，児童の様子を観察）
３　増員の可否を決定
４　増員の場合，学校介護補助員の募集
５　応募者との面接及び選考
６　任用契約

　学校教育法第5条により、学校の設置者は設置した学校を管理し、運
営に係る基本的な経費を負担することとされている。

□増加

□維持

□削減

　市内小学校で支援を必要とする児童が増加している。

　　  年度～

　学校介護補助員を増員し，対応を図る。

01-100201-01 単独
学校教育法，学校保健安全法

　小学校において，全ての児童が安全で快適に学習できる教育環境の
維持を図り，健やかな成長の一助とする。

その他

　非常勤職員（学校医、学校歯科医、学校薬剤師、学校介護補助員、
学校用務員、学校給食配膳員）の報酬、各種消耗品、光熱水費、通信
運搬費、土地賃借料、災害共済掛金等、学校運営に係る必要な経費を
支出する。

令和 3年度

　児童生徒が，安心して学べる環境を整備する。

法定事務

学校教育課



成果の動向（→その理由）

指標名

事
業
費

評価（指標の推移、今後の方向性）

今後の事業の方向性（→その理由）

コストの推移

項目

計

国・県支出金

地方債

その他

正職員人工数（時間数）

正職員人件費

トータルコスト

一般財源

   4,196.00    4,212.00    4,254.00    4,257.00    4,235.00    4,264.00    4,222.00

  32,887.00   35,697.00   33,158.00   32,671.00   41,073.00   46,092.00   41,270.00

     142,021      173,946      204,181      228,223      228,223

小学校管理事務

           0

           0

       1,873       11,860        1,889        1,897        1,897

     137,206      156,691      193,994      226,326

       5,395

     226,326

         657            0            0

           0            0            0            0

     139,079      173,946      196,540      228,223      228,223

　年度当初に学校への予算説明を行い，消耗品等の購入に当たっては
真に必要かどうかを改めて考え，削減の意識をもって執行するよう指
導を行い，経費削減への理解を深めてもらうよう取り組んだ。

□向上

■横ばい

□低下

□拡大

□縮小

■維持

□改善・効率化

□統合

□廃止・終了

       2,942            0        7,641            0            0

     717.00        0.00    1,975.00        0.00        0.00

R02年度の評価（課題）

R02年度の評価（課題）を受けて、どのように取り組んだか（R03年度の振り返り）

　来年度も引き続き学校への予算説明会を実施し、予算執行の際の留意事項の再確認や経費削減への理
解を求めていく。

R01年度決算 R02年度決算 R03年度決算 R04年度予算 R05年度見込

　経費を削減し、必要な消耗品を購入した。また、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策として
、消毒等に必要な消耗品等を購入し、校内衛生環境の向上につながった。その他、支援が必要な児童が
安心して学校生活が送れるよう介護補助員を増員した。

児童数（人）

児童1人当たりの支出額（円）

　学校保健安全法に基づく学校医等を配置し、児童及び教職員の健康
維持、健康回復に寄与した。また基礎的な学校管理経費及び児童経費
の支出に加え、用務員や給食配膳員及び介護補助員を配置することで
安定した学校経営を図ることができた。年度当初に学校への予算説明
会を開催し、消耗品等の購入に当たっては真に必要かどうかを改めて
考え、経費削減意識を持って執行するよう指導を行っている。また，
新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のため、加湿器消耗品等を購
入して児童が安心して学校生活ができるよう努めた。その他、支援が
必要な児童が安心して学校生活が送れるよう介護補助員を2名増員した
。

R03年度の取組（評価、課題への対応）

基準値（H26） H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 R03年度 目標値（R03）



次年度のコストの方向性（→その理由）

改善内容(課題解決に向けた解決策）

具体的内容とスケジュール

事業の課題認識，改善の視点（次年度にどう取り組むか）

基本事業

施策

政策

画

計

合
総

種別

担当課

事業の基本情報

事務事業マネジメントシート

予算科目コード

事務事業名

根拠法令・条例等

市民協働

計画期間

なぜ，この事業を実施しているか？　何をどうするための事業か？

内容（何の業務活動をどのような手法で行うか）背景（なぜ始めたのか）

目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）

（参考）基本事業の目指す姿

目的達成のための課題（問題点，現状分析，課題設定）

こころ豊かに暮らせるまち

学校教育の充実

小学校管理備品購入事業

小学校管理備品購入事業

安全・安心な教育環境の整備

　備品の早期納品に向けてのスケジュール

３月末　　　備品購入優先順位の精査
４月～６月　入札
８月末　　　納期
※備品購入については，基本として夏休み中での納品を目指す。

　また，現有状況により，随時，増加校減少校間で机や椅子等一部学
校備品の移動を行う。

　児童の教育環境を整備することを目的とし、小学校設置時から机・
椅子等の学校運営に必要な管理備品を購入する。

□増加

□維持

□削減

　学校備品については，新年度早い時期に使用する備品について，早
期の納品を実施する必要が生じている。
　また，学校規模の格差により，机や椅子等一部の学校備品について
は不足や余剰が生じている中で，有効活用を図る必要が出ている。

　　  年度～

　教育環境に支障が出ないよう，新年度早々に入札を実施する必要が
ある。
　また，財産の有効活用を図るため，学校間の備品等の移動を積極的
に行っていく。

01-100201-03 単独
学校教育法

　小学校の各種備品を整備し、小学校の教育環境の整備、充実を図る
。

その他

　児童及び教職員が使用する机・椅子、管理上必要な備品、運動用具
等の学校備品整備を行う。
　また、平成19年度に導入した青色防犯パトロール車台の老朽化が進
んだことに伴い、全校分の買替えを行う。
　青色防犯パトロール車は各校に1台ずつ配置し、防犯活動に活用する
。

令和 3年度

　児童生徒が、安心して学べる環境を整備する。

法定事務

学校教育課



成果の動向（→その理由）

指標名

事
業
費

評価（指標の推移、今後の方向性）

今後の事業の方向性（→その理由）

コストの推移

項目

計

国・県支出金

地方債

その他

正職員人工数（時間数）

正職員人件費

トータルコスト

一般財源

  10,450.00   23,342.00    9,368.00   10,748.00   23,908.00   29,491.00   25,358.00

       0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00

      11,499       23,909       31,015       12,879       12,879

小学校管理備品購入事業

           0

           0

      10,748        9,989       14,763            0            0

           0       11,634       13,077       12,879

       2,286

      12,879

       1,651            0            0

           0            0            0            0

      10,748       23,909       29,491       12,879       12,879

小学校から購入を希望している備品を挙げてもらい，優先順位の高い
ものから購入することで，必要最小限の備品購入に努めた。

□向上

■横ばい

□低下

□拡大

□縮小

■維持

□改善・効率化

□統合

□廃止・終了

         751            0        1,524            0            0

     183.00        0.00      394.00        0.00        0.00

R02年度の評価（課題）

R02年度の評価（課題）を受けて、どのように取り組んだか（R03年度の振り返り）

　引き続き、学校の要望を確認しつつ、必要な備品を計画的に購入していく。

R01年度決算 R02年度決算 R03年度決算 R04年度予算 R05年度見込

　学校活動で必要となる備品や新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のための備品購入である。これ
により、安全、快適な教育環境を提供できた。

小学校運営備品購入額（千円）

　小学校から購入希望の備品を挙げてもらい、優先順位の高いものか
ら購入することで、必要最小限の備品購入に努めた。また、新型コロ
ナウイルス感染症予防対策として、教室内に加湿器を追加配備し、児
童生徒の体調維持と感染予防に努めた。このほか、防犯活動に活用す
るため各校1台ずつ配置している青色防犯パトロール車の更新を行った
。
＜購入備品＞
児童用机・椅子、運動用具（バスケットボール，とび箱等）、飛沫防
止パーテーション、保健用具（非接触体温計）、掃除用具ロッカー、
加湿器、青色防犯パトロール車等

R03年度の取組（評価、課題への対応）

基準値（H26） H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 R03年度 目標値（R03）



次年度のコストの方向性（→その理由）

改善内容(課題解決に向けた解決策）

具体的内容とスケジュール

事業の課題認識，改善の視点（次年度にどう取り組むか）

基本事業

施策

政策

画

計

合
総

種別

担当課

事業の基本情報

事務事業マネジメントシート

予算科目コード

事務事業名

根拠法令・条例等

市民協働

計画期間

なぜ，この事業を実施しているか？　何をどうするための事業か？

内容（何の業務活動をどのような手法で行うか）背景（なぜ始めたのか）

目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）

（参考）基本事業の目指す姿

目的達成のための課題（問題点，現状分析，課題設定）

こころ豊かに暮らせるまち

学校教育の充実

中学校管理事務

中学校管理事務

安全・安心な教育環境の整備

　通年　必要経費を漏れなく支出する。

　学校教育法第5条により、学校の設置者は設置した学校を管理し、運
営に係る基本的な経費を負担することとされている。

□増加

□維持

□削減

　学校運営のために必要な費用を過不足なく支出する。

　　  年度～

　学校運営に必要な経費を漏れなく予算計上し，支出する。

01-100301-01 単独
学校教育法，学校保健安全法

　中学校において、全ての生徒が安全で快適に学習できる教育環境の
維持を図り、健やかな成長の一助とする。

その他

　非常勤職員（学校医。学校歯科医、学校薬剤師、学校介護補助員、
学校用務員、学校給食配膳員）の報酬等のほか、各種消耗品、光熱水
費、通信運搬費、土地賃借料、災害共済掛金等の支出をする。

令和 3年度

　児童生徒が、安心して学べる環境を整備する。

法定事務

学校教育課



成果の動向（→その理由）

指標名

事
業
費

評価（指標の推移、今後の方向性）

今後の事業の方向性（→その理由）

コストの推移

項目

計

国・県支出金

地方債

その他

正職員人工数（時間数）

正職員人件費

トータルコスト

一般財源

   1,768.00    1,897.00    1,889.00    1,869.00    1,865.00    1,925.00    1,862.00

  32,005.00   33,287.00   28,357.00   27,829.00   27,808.00   30,498.00   33,263.00

      52,012       51,863       64,060       68,441       68,441

中学校管理事務

           0

           0

         817          826          849          845          845

      48,832       49,269       56,657       67,596

       1,768

      67,596

       1,203            0            0

           0            0            0            0

      49,649       51,863       58,709       68,441       68,441

　年度当初に学校への予算説明を行い、消耗品等の購入に当たっては
真に必要かどうかを改めて考え、経費削減の意識をもって執行するよ
う指導を行った。

□向上

■横ばい

□低下

□拡大

□縮小

■維持

□改善・効率化

□統合

□廃止・終了

       2,363            0        5,351            0            0

     576.00        0.00    1,383.00        0.00        0.00

R02年度の評価（課題）

R02年度の評価（課題）を受けて、どのように取り組んだか（R03年度の振り返り）

　来年度も引き続き学校への予算説明会を実施し、予算執行の際の留意事項の再確認や経費削減への理
解を求めていく。

R01年度決算 R02年度決算 R03年度決算 R04年度予算 R05年度見込

　経費を削減し、必要な消耗品を購入した。また、新型コロナウイルス感染症感染拡大防止対策として
、消毒等に必要な消耗品等を購入し、校内衛生環境の向上につながった。

生徒数（人）

生徒一人当たりの支出額（円）

　学校保健安全法に基づく学校医等を配置し、児童及び教職員の健康
維持、健康回復に寄与した。また基礎的な学校管理経費及び生徒経費
の支出、用務員や給食配膳員及び介護補助員を配置することで安定し
た学校経営が図ることができた。年度当初に学校への予算説明を行い
、消耗品等の購入に当たっては真に必要かどうかを改めて考え、経費
削減意識を持って執行するよう指導を行っている。また，新型コロナ
ウイルス感染症感染拡大防止のため、加湿器消耗品等を購入して児童
が安心して学校生活ができるよう努めた。

R03年度の取組（評価、課題への対応）

基準値（H26） H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 R03年度 目標値（R03）



次年度のコストの方向性（→その理由）

改善内容(課題解決に向けた解決策）

具体的内容とスケジュール

事業の課題認識，改善の視点（次年度にどう取り組むか）

基本事業

施策

政策

画

計

合
総

種別

担当課

事業の基本情報

事務事業マネジメントシート

予算科目コード

事務事業名

根拠法令・条例等

市民協働

計画期間

なぜ，この事業を実施しているか？　何をどうするための事業か？

内容（何の業務活動をどのような手法で行うか）背景（なぜ始めたのか）

目的及び期待する効果（誰（何）をどうしたいのか）

（参考）基本事業の目指す姿

目的達成のための課題（問題点，現状分析，課題設定）

こころ豊かに暮らせるまち

学校教育の充実

中学校管理備品購入事業

中学校管理備品購入事業

安全・安心な教育環境の整備

　備品の早期納品に向けてのスケジュール

３月末　　　備品購入優先順位の精査
４月～６月　入札
８月末　　　納期
※備品購入については，基本として夏休み中での納品を目指す。

　また，現有状況により，随時，増加校減少校間で机や椅子等一部学
校備品の移動を行う。

　生徒の教育環境を整備することを目的とし、中学校設置時から机・
椅子等の学校運営に必要な管理備品を購入している。

□増加

□維持

□削減

　学校備品については，新年度早い時期に使用する備品について，早
期の納品を実施する必要が生じている。
　また，学校規模の格差により，机や椅子等の一部の学校備品につい
ては不足や余剰が生じている中で，有効活用を図る必要が出ている。

　　  年度～

　教育環境に支障が出ないよう，新年度早々に入札を実施する必要が
ある。
　また，財産の有効活用を図るため，学校間の備品等の移動を積極的
に行っていく。

01-100301-04 単独
学校教育法

　中学校の各種備品を整備し、中学校の教育環境の整備，充実を図る
。

その他

　児童及び教職員が使用する机・椅子、管理上必要な備品、運動用具
等の学校備品整備を行う。
　また、平成19年度に導入した青色防犯パトロール車4台の老朽化が進
んだことに伴い、全校分の買替えを行う。
　青色防犯パトロール車は各校に１台ずつ配置し、防犯活動に活用す
る。

令和 3年度

　児童生徒が、安心して学べる環境を整備する。

法定事務

学校教育課



成果の動向（→その理由）

指標名

事
業
費

評価（指標の推移、今後の方向性）

今後の事業の方向性（→その理由）

コストの推移

項目

計

国・県支出金

地方債

その他

正職員人工数（時間数）

正職員人件費

トータルコスト

一般財源

   6,365.00   13,900.00    4,010.00    6,100.00   13,320.00   15,288.00    6,000.00

       0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00        0.00

       6,544       13,319       16,743        8,429        8,429

中学校管理備品購入事業

           0

           0

       6,101            0        6,561            0            0

           0        7,432        8,069        8,429

       5,887

       8,429

         658            0            0

           0            0            0            0

       6,101       13,319       15,288        8,429        8,429

　中学校から購入を希望している備品を挙げてもらい，優先順位の高
いものから購入することで，必要最小限の備品購入に努めた。

□向上

■横ばい

□低下

□拡大

□縮小

■維持

□改善・効率化

□統合

□廃止・終了

         443            0        1,455            0            0

     108.00        0.00      376.00        0.00        0.00

R02年度の評価（課題）

R02年度の評価（課題）を受けて、どのように取り組んだか（R03年度の振り返り）

　引き続き、学校の要望を確認しつつ、必要な備品を計画的に購入していく。

R01年度決算 R02年度決算 R03年度決算 R04年度予算 R05年度見込

　学校生活で必要となる備品や新型コロナウイルス感染症感染拡大防止のための備品購入である。これ
により、安全、快適な教育環境を提供できた。

中学校運営備品購入額（千円）

　中学校から購入希望の備品を挙げてもらい、優先順位の高いものか
ら購入することで、必要最小限の備品購入に努めた。また、新型コロ
ナウイルス感染症予防対策として、教室内に加湿器を追加配備し、児
童生徒の体調維持と感染予防に努めた。このほか、防犯活動に活用す
るため各校に1台ずつ配置している青色防犯パトロール車を更新した。
＜購入備品＞
　生徒用机・椅子、教室用備品（ホワイトボード，給食配膳台等）、
飛散防止パーテーション、運動用具（とび箱，ハードル等）、保健用
具（液晶視力計等）、加湿器、青色防犯パトロール車等

R03年度の取組（評価、課題への対応）

基準値（H26） H29年度 H30年度 R01年度 R02年度 R03年度 目標値（R03）


